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１．研究計画の概要 
 日韓女子大学における情報科学専攻学生
の情報科学に対する意識やキャリア形成に
関する比較調査を実施し、その結果を多様な
側面から分析し女子大学における情報科学
教育のモデルカリキュラムを作成する。 
また、理系女性育成の阻害要因を調査する

ため、理系女子高校生の日韓比較調査を実施
して、女子高校生の理系専攻阻害及び促進要
因を見つける。 
 
２．研究の進捗状況 
日韓比較調査を女子大学（日本 津田塾大

学情報科学科、十文字学園女子大学社会情報
学部 DTコースおよび叔明女子大学情報科学
学部）で実施しただけでなく、日本では共学
大学（札幌学院大学社会情報学部）の情報科
学系ゼミの女子学生についても、少数ではあ
るが、今年度調査を実施し、今後分析予定。 
韓国で実施された梨花女子大学付属女子

高校の理系高校生を対象にした調査の項目
をもとに、日本のスーパーサイエンスハイス
クール（浦和第 1女子高校、川越女子高校）
の女子高校の生徒の調査を実施し分析した。 
その結果、理系女子高校生の日韓の違い、高
校による違いが出てきた。 
 
３．現在までの達成度 
 日韓で理系女子高校生、情報科学を専攻す
る女子学生の違いはある程度浮き彫りにな
り、日本における女子学生対象の情報科学教
育カリキュラムの在り方についても、方向性
が見えてきた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

今年度は、女子大学における情報教育のモ
デルカリキュラム案をまとめるほか、共学高
校の理系女子高校生の調査を実施して、分析
に加え、全体の報告書をまとめる予定 
 理系、特に情報科学を女性が専攻する阻害
要因について、継続した研究の必要性が見え
てきた。 
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